
「
朝
敵
」

か
ら
の
脱
却

ー
「
太
平
記
』
巻
十
五
の
構
成
と
展
開

後
醍
醐
天
皇
の
、
い
わ
ゆ
る
「
建
武
の
新
政
」
発
足
後
、
大
塔
宮
護
良
親
王

と
足
利
高
氏
と
の
対
立
か
ら
、
建
武
二
年
(
一
三
=
一
五
)
七
月
の

「中
先
代
の

乱
」
の
中
で
の
足
利
直
義
に
よ
る
大
塔
宮
殺
害
を
経
て
、
帝
が
新
田
義
貞
を
選

択
し
た
結
果
、
本
来
、
後
醍
醐
天
皇
対
足
利
尊
氏
と
い
う
対
立
の
構
図
と
な
る

は
ず
の
と
こ
ろ
、
同
年
十
二
月
の
箱
根
竹
下
合
戦
を
中
心
と
し
て
足
利
尊
氏
対

新
田
義
貞
と
い
う
対
立
関
係
と
し
て
描
か
れ
、
官
軍
の
敗
走
と
諸
国
に
お
け
る

朝
敵
蜂
起
の
中
で
、
建
武
三
年

一
月
の
天
皇
の
叡
山
東
坂
本
へ
の
臨
幸
と
尊
氏

の
入
京
と
が
描
か
れ
る
の
が
、

「太
平
記
』
巻
十
三

・
巻
十
四
の
世
界
で
あ
っ

た。

(注
l
)

巻
十
五
の
章
立
て
を
流
布
本
で
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
圏
域
寺
戒
壇
事

二
、
奥
州
勢
著
坂
本
事

谷

太

弄，aEa
 

垣

雄

三
一
、
三
井
宏
一
戦
井
賞
寺
撞
鏡
事
付
俵
藤
太
事

四
、
建
武
二
年
正
月
十
六
日
合
戦
事

五
、
正
月
一
一十
七
日
合
戦
事

六
、
将
軍
都
落
事
付
薬
師
丸
蹄
京
事

七
、
大
樹
繍
津
園
豊
柏
崎
河
原
合
戦
事

八
、
主
上
白
山
門
還
幸
事

九
、
賀
茂
紳
主
改
補
事

概
観
的
に
言
え
ば
、
巻
十
四
第
八
章
の
「
主
上
都
落
」
か
ら
、
右
の
第
八
章

「
主
上
白
山
門
還
幸
」
ま
で
の
約
二
十
日
間
を
時
間
的
な
枠
と
し
て
、
京
都
を

中
心
と
す
る
攻
防
が
描
か
れ
る
の
が
、
巻
十
五
で
あ
る
。

第

一
章
。
山
門
が

「
二
心
ナ
ク
君
ヲ
擁
護
シ
奉
テ
、
北
園
・
奥
州
ノ
勢
ヲ
相

待
由
開
ヘ
」
た
た
め
、
「
義
貞
二
勢
ノ
著
ヌ
前
ニ
」
東
坂
本
を
攻
め
る
べ
く
、

細
川
定
禅
ら
を
大
将
と
す
る
六
万
余
騎
が
三
井
寺
へ
派
遣
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
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三
井
寺
(
圏
域
寺
)
が
「
何
モ
山
門
ニ
敵
ス
ル
寺
ナ
レ
パ
、
衆
徒
ノ
所
存
ヨ
モ

二
心
非
ジ
」
と
信
頼
し
て
の
作
戦
で
あ
り
、
衆
徒
達
の
「
忠
節
」
に
よ
っ
て
は

「戒
壇
造
営
」
に
つ
い
て

「武
家
殊
ニ
加
レ
力
可
レ
成
二
其
功
一
」
と
の
「
御
教

書
」
が
発
せ
ら
れ
た
。

以
下
、
「
圏
域
寺
ノ
三
摩
耶
戒
壇
」
に
関
し
て
、

山
門
寺
門
の
対
立
を
中
心

と
す
る
歴
史
が
詳
し
く
回
顧
さ
れ
、
「
此
戒
壇
故
ニ
園
城
寺
ノ
焼
ル
事
己
ニ
七

箇
度
」
に
及
ん
だ
た
め
、
近
年
は
戒
壇
造
営
の
企
図
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
そ

の
こ
と
で
却
っ
て
圏
域
寺
が
「
繁
昌
」
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
上

で
、
今
回
の
足
利
尊
氏
の
措
置
に
関
し
て
は

「
今
将
軍
妄
ニ
衆
徒
ノ
心
ヲ
取
ン

潟
ニ
、
山
門
ノ
念
ヲ
モ
不
レ
顧
、
楚
忽
ニ
被
レ
成
ニ
御
教
書
一ケ
レ
パ
、
却
テ
天

魔
ノ
所
行
、
法
滅
ノ
因
縁
哉
ト
、
間
人
毎
ニ
寄
ヲ
翻
シ
ケ
リ
」
と
批
判
的
に
描

か
れ
る
。

第
二
章
。
箱
根
竹
下
合
戦
に
間
に
合
わ
ず
、
足
利
勢
を
追
っ
て
上
洛
す
る
北

畠
顕
家
勢
に
「
越
後
・
上
野
・
常
陸
・
下
野
ニ
残
リ
タ
ル
新
田
一
族
、
井
千
葉
・

宇
都
宮
ガ
手
勢
共
」
が
加
わ
っ
て
五
万
余
騎
と
な
り
、
建
武
三
年
正
月
十
二
日

に
「
近
江
ノ
愛
智
河
ノ
宿
」
に
着
い
た
。
同
日
、
大
館
幸
氏
は
、
佐
々
木
氏
頼

(
十
一
歳
)
の
観
音
寺
山
城
を
攻
略
し
、
翌
日
、
戦
果
を
坂
本
に
早
馬
で
知
ら

せ
た
と
こ
ろ
、
「
主
上
ヲ
始
進
セ
テ
、
敗
軍
ノ
士
卒
悉
悦
ヲ
ナ
シ
」
、
道
場
坊
助

註
記
祐
覚
が
命
令
を
受
け
て
、
七
百
余
般
の
船
で

一
行
を
志
那
浜
(
湖
東
の
草

津
)
か
ら
坂
本
へ
と
渡
し
た
。
た
だ
、
宇
都
宮
公
綱
の
召
集
を
受
け
て
同
行
し

て
い
た
宇
都
宮
紀
清
両
党
の
五
百
余
騎
は
、

「宇
都
宮
ハ
将
軍
方
ニ
在
」
と
聞

い
て
、
志
那
浜
か
ら

一
行
と
別
れ
て
、
陸
路
を
京
都
に
向
か
っ
た
。

第
三
章
。
坂
本
で
の
官
軍
作
戦
会
議
で
、

①

「
一
一
隅
日
ハ
馬
ノ
足
ヲ
休
」
め

る
べ
き
と
す
る
北
畠
顕
家
の
意
見
と
、
②

「今
夜
ノ
中
ニ」

出
撃
す
べ
き
だ
と

す
る
大
館
氏
明
の
意
見
と
が
出
た
が
、
新
田
義
貞
も
楠
正
成
も
②
に
同
意
し
た

た
め
、
早
速
、
出
撃
の
配
備
が
な
さ
れ
た
。

一
方
、
三
井
寺
の
大
将
細
川
定
禅
は
「
東
園
ノ
大
勢
坂
本
ニ
著
テ
、
明
日
可
レ

寄
由
開
へ
候
。
急
御
勢
ヲ
被
レ
添
候
へ
」
と、

三
度
も
使
者
を
送
っ
た
が
、

「将

軍
事
ト
モ
シ
給
ハ
ザ
リ
ケ
レ
パ
」
、
三
井
寺
へ
は
援
軍
が
派
遣
さ
れ
な
か

っ
た
。

合
戦
は
、
細
川
軍
六
万
余
騎
に
対
し
て
、

官
軍
が
波
状
攻
撃
を
仕
掛
け
る
形

で
展
開
す
る
。
数
度
の
攻
防
の
後
、

三
井
寺
側
が
城
の
木
戸
を
お
ろ
し
、
橋
を

引
く
戦
法
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
脇
屋
義
助
の
命
令
を
受
け
た
栗
生

・
篠
塚
が
、

ま
ず
「
長
サ
五
六
丈
モ
ア
ル
ラ
ン
ト
資
ヘ

タ
リ
ケ
ル
大
率
都
婆
二
本
」
を
引
き

抜
き
、
橋
と
し
て
架
け
た
上
を
、
同
じ
義
助
配
下
の
畑
・
亘
理
が
走
り
渡
っ
て、

一
の
木
戸
を
破
り
、
新
国
勢
三
万
余
騎
が
攻
め
込
む
。
更
に
、
そ
れ
に
呼
応
す

る
形
で
山
門
大
衆
一
一
万
余
騎
が
、
堂
舎

・
仏
閣
に
放
火
し
た
た
め
、
敗
北
し
た

三
井
寺
側
に
は
七
千
三
百
余
人
の
死
者
が
出
た
。

こ
の
時
、
@
首
を
切
っ
て
薮
の
中
に
隠
さ
れ
た
三
井
寺
金
堂
の
本
尊

(弥
勅

菩
薩
)
と
、
@
「空
ク
焼
テ
地
ニ
落
」
ち
た
「
九
乳
ノ
亮
鐘
」
と
に
関
す
る
話

が
、
合
戦
記
事
の
後
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
、

「切
目
ニ
血
ノ

付
タ
リ
ケ
ル
ヲ
見
テ
、
山
法
師
ヤ
仕
タ
リ
ケ
ン
」
と
し
て
、
大
札
に
書
か
れ
た

詞
書
と
落
首
「
山
ヲ
我
敵
ト
ハ
イ
カ
デ
思
ヒ
ケ
ン
寺
法
師
ニ
ゾ
頚
ヲ
切
ル
、
」

と
が
紹
介
さ
れ
る
。

@
の
方
は
、
こ
の
鐘
が
龍
宮
城
よ
り
伝
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
俵

-2-
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藤
太
秀
郷
説
話
に
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
、
「
サ
レ
パ
今
ニ
至
ル
マ
デ
、

三
井
寺

ニ
有
テ
此
鐘
ノ
撃
ヲ
聞
人
、
無
明
長
夜
ノ
夢
ヲ
驚
カ
シ
テ
慈
籍
出
世
ノ
暁
ヲ
待
。

末
代
ノ
不
思
議
、
奇
特
ノ
事
共
也
」
と
の
一
文
で
締
め
括
ら
れ
る
。

第
四
章
。

「
長
途
ニ
疲
タ
ル
人
馬
、

一
雨
日
機
ヲ
扶
テ
コ

ソ
又
合
戦
ヲ
モ
致

サ
メ
」
と
し
て
二
万
余
騎
と
と
も
に
坂
本
に
引
き
返
し
た
北
畠
顕
家
に
対
し
、

新
田
義
貞
も
同
行
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
舟
田
経
政
が
押
し
と
ど
め
て
、
こ

の
ま
ま
追
撃
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
義
貞
は

「我
モ
此
義
ヲ
恩
ヒ
ツ
ル
庭
ニ
、

イ
シ
ク
モ
申
タ
リ
。
サ
ラ
パ
頓
テ
追
懸
ヨ
」
と
、
平
坦
地
で
は

「静
々
ト
」
、険

し
い
山
道
で
は
「
カ
サ
ヨ
リ
落
シ
懸
テ
、
透
間
モ
ナ
ク
射
落
シ
切
臥
セ
」
つ
つ
、

三
万
余
騎
で
追
撃
し
た
。

入
京
し
た
新
田
義
貞
は
、
軍
勢
を
将
軍
塚
・

真
如
堂
・
法
勝
寺
の
三
手
に
分

け
て
配
備
し
、
自
分
自
身
は
花
頂
山
に
登
っ
て
敵
勢
を
視
察
し
た
後
、

五
十
騎

ず
つ
の
精
鋭
を
選
抜
し
、
「
中
黒
ノ
旗
ヲ
巻
テ
、
文
ヲ
隠
シ
、
笠
符
ヲ
取
テ
袖

ノ
下
二
枚
メ
、

三
井
寺
ヨ
リ
引
ヲ
ク
レ
タ
ル
勢
ノ
真
似
ヲ
シ
テ
」
足
利
勢
を
攻

め
る
。
官
軍
二
万
余
騎
が
「
小
勢
ナ
レ
ド
モ
皆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
」
緩
急
自
在
に

戦
っ
た
の
に
対
し
、

「将
軍
ノ
八
十
蔦
騎
」
は
「
大
勢
ナ
リ
ケ
レ
共
人
ノ
心
不
レ

調
」
と
い
う
状
態
、
そ
れ
で
も
大
軍
ゆ
え
に
、
六
十
数
回
の
騎
馬
戦
に
も
踏
み

と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
新
田
方
の
精
鋭
隊
が
「
将
軍
ノ
前
後
左
右
ニ
中
黒
ノ
旗

ヲ
差
揚
テ
」
足
利
勢
を
混
乱
さ
せ
た
。

結
局
、
足
利
側
で
は
、
味
方
に
裏
切
り
者
が
発
生
し
た
と
の
疑
心
暗
鬼
が
生

じ
、
高
・
上
杉
勢
は
山
崎
へ
、
足
利
・

士口良

・
石
堂
・
仁
木
・
細
川
勢
は
丹
波

路
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
落
ち
て
行
き
、
官
軍
が
急
追
す
る
。
足
利
尊
氏
は
「
今
ハ

遁
ル
所
ナ
シ
ト
恩
食
ケ
ル
ニ
ヤ
」
、梅
津

・
桂
河
辺
で
「
鎧
ノ
草
摺
昼
ミ
揚
テ
腰

(沌
3
)

ノ
万
ヲ
抜
ン
ト
シ
給
フ
事
、

三
箇
度
ニ
及
」
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
結
末
は
「
将

軍
ノ
御
運
ヤ
強
カ
リ
ケ
ン
」
と
し
て
官
軍
が
日
没
と
と
も
に
桂
河
か
ら
引
き
返

し
た
た
め
、

「将
軍
モ
旦
ク
松
尾

・
葉
室
ノ
問
ニ
引
へ
テ
、
梅
酸
ノ
渇
ヲ
ゾ
休

メ
ラ
レ
ケ
ル
」
と
描
か
れ
る
。

一
方
、
細
川
定
禅
は
、
わ
ざ
と
尊
氏
に
も
知
ら
せ
ず
に
「
伊
抽
出

・
讃
岐
ノ
勢

ノ
中
ヨ
リ
三
百
絵
騎
ヲ
勝
テ
」
京
都
の
北
方
を
東
に
迂
回
さ
せ
て
三
十
余
箇
所

に
放
火
さ
せ
、
一
条
・

二
条
へ
と
進
攻
し
た
た
め
、
新
国
勢
は

「
一
戦
ニ
利
ヲ

失
テ
」
坂
本
へ
引
き
返
し
た
。
定
禅
が
早
馬
で
尊
氏
に
報
告
し
た
た
め
、
「
山

陽
・
山
陰
爾
道
へ
落
行
ケ
ル
兵
共
」
も
京
に
一戻
っ
た
。

第
五
章
。
正
月
二
十
日
夕
方
ま
で
に
鎌
倉
か
ら
二
万
余
騎
が
到
着
し
た
坂
本

の
官
軍
側
で
は
、
「
悪
日
」
な
ど
を
理
由
に

「
兎
ニ
角
ニ
延
引
シ
テ
、
今
度
ノ

合
戦
ハ
、
廿
七
日
ニ
」
と
定
め
た
。
当
日

「十
寓
三
千
絵
騎
」
の
官
軍
は
五
方

向
に
陣
取
っ
た
が
、
「
敵
ニ
知
セ
ジ
」
と
し
て
、
わ
ざ
と
鋒
火
を
焚
か
な
か
っ

た
。
合
戦
は

「辰
刻
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
「
マ
ダ
卯
刻
ノ
始
」
に

「機

早
ナ
ル
若
大
衆
共
」
は
、

宇
都
宮
紀
清
両
党
の
神
楽
岡
城
を
攻
め
た
。
中
で
も

妙
観
院
因
幡
竪
者
全
村
は
、
「
上
差
一

筋
抽
出
テ
、
櫓
ノ
小
間
ヲ
手
突
」

に
す

る
奮
戦
を
見
せ
「
手
突
因
幡
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
連
絡
を
受
け
た
尊
氏
は
、

今
河
・
細
川
の

一
族
に
三
千
余
騎
を
添
え
た
援
箪
を
派
遣
し
た
も
の
の
、
神
楽

岡
城
が
敗
北
し
た
後
だ
っ
た
た
め
、
空
し
く
戻
る
し
か
な
か
っ
た
。

楠
正
成
・
結
城
宗
広
名
和
長
年
ら
三
千
余
騎
の
出
撃
を
見
た
尊
氏
は
、
上

杉
重
能
・
畠
山
国
清

・
斯
波
高
経
の
五
万
余
騎
を
派
遣
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
元

3 
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来
勇
気
無
隻
ノ
上
智
謀
第
こ
の
楠
の
「
一
枚
楯
ノ
軽
々
ト
シ
タ
ル
ヲ
五
六
百

帖
ハ
ガ
セ
テ
、
板
ノ
端
ニ
懸
金
ト
壷
ト
ヲ
打
テ
、
敵
ノ
駆
ン
ト
ス
ル
時
ハ
、
此

楯
ノ
豚
釜
ヲ
懸
、
城
ノ
械
楯
ノ
如
ク

一
二
町
ガ
程
ニ
ツ
キ
弁
ベ
テ
、
透
問
ヨ
リ

散
々
ニ
射
サ
セ
、
敵
引
ケ
パ
究
寛
ノ
懸
武
者
ヲ
五
百
鈴
騎
勝
テ
、
同
時
ニ
パ
ッ

ト
躯
サ
セ
」
る
と
い
う
応
戦
に
よ
っ
て
、
五
条
河
原
へ
退
却
す
る
。

次
に
粟
田
口
よ
り
押
し
寄
せ
た
北
畠
顕
家
勢
二
万
余
騎
に
対
し
て
は
、

「敵

モ
敵
ニ
コ
ソ
ヨ
レ
、
隼
氏
向
ハ
デ
ハ
叶
マ
ジ
」
と
尊
氏
自
身
が
迎
撃
。
一
進

一

退
の
状
勢
の
と
こ
ろ
に
、
新
田
義
貞

・
脇
屋
義
助
ら
が
参
戦
し
た
こ
と
で
、

足

利
勢
は
「
馬
ヲ
馳
倒
シ
、
弓
矢
ヲ
カ
ナ
ク
リ
捨
テ
、
四
角
八
方
へ
逃
散
」
っ
た
。

義
貞
は
、
わ
ざ
と
「
鎧
ヲ
脱
替
へ
馬
ヲ
乗
替
テ
」
た
だ
一
騎
で
尊
氏
を
狙
っ
た

が
、
結
局
「
終
軍
運
強
ク
シ
テ
」
発
見
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
や
む
を
え
ず
軍

勢
を
分
け
て
、
逃
げ
る
敵
を
追
わ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
深
追
い
し
す
ぎ
た
里
見
・

鳥
山
勢
が
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
他
の
軍
勢
は
「
ソ
「

ロ
ニ
長
追
ナ
セ
ソ」

と
、
全
員
、
京
都
へ
引
き
返
し
た
。

日
没
後
、
楠
正
成
は
総
大
将
義
貞
に
「
御
方
僅
ノ
勢
ニ
テ
京
中
ニ
居
候
程
ナ

ラ
パ
、
兵
皆
財
賓
ニ
心
ヲ
懸
テ
、
如
何
ニ
申
ス
ト
モ
、

一
所
ニ
打
寄
ル
事
不
レ

可
レ
有
候
」

「今
日
ハ
引
返
サ
セ
給
ヒ
候
テ、

一
日
馬
ヲ
休
メ
、
明
後
日
ノ
程

ニ
寄
セ
テ
、
今
一
ア
テ
手
痛
ク
戟
フ
程
ナ
ラ
パ
、
ナ
ド
カ
敵
ヲ
十
里

・
二
十
皇

ガ
外
マ
デ
、
追
腕
ケ
デ
ハ
候
ベ
キ
」
と
提
言
、
義
貞
も
了
解
し
坂
本
へ
と
引
き

返
し
た
。

丹
波
路
へ
退
却
す
べ
く
寺
戸
の
辺
ま
で
赴
い
て
い
た
尊
氏
は
、
「
京
中
ニ
ハ

敵
一
人
モ
不
レ
残
皆
引
返
シ
タ
リ
」
と
聞
き
帰
京
し
た
。
諸
方
へ
逃
走
し
て
い

た
軍
勢
も
京
都
に
戻
っ
た
が
、
こ
の
章
の
末
尾
に
は
「
入
洛
ノ
穏
コ
ソ
恥
カ
シ

ケ
レ
ド
モ
、
今
モ
敵
ノ
勢
ヲ
見
合
ス
レ
パ
、
百
分
ガ
一
モ
ナ
キ
一
一
、
毎
度
カ
ク

被
二
追
立
二

見
苦
キ
負
ヲ
ノ
ミ
ス
ル
ハ
非
一
直
事
一。

我
等
朝
敵
タ
ル
故
欺
、

山
門
ニ
被

冗

誼
一故
欺
ト
、
謀
ノ
拙
キ
所
ヲ
パ
閤
テ
、
人
々
怪
シ
ミ
思
ハ
レ

ケ
ル
心
ノ
程
コ
ソ
愚
ナ
レ
」
と
の
批
評
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

第
六
章
。
叡
山
に
戻
っ
た
楠
正
成
は
、
翌
朝
「
律
信
ヲ
二
三
十
人
作
リ
立
テ

京
へ
下
シ
」
、方
々
の
戦
場
で
死
体
を
探
さ
せ
た
。
怪
し
ん
で
足
利
勢
が
尋
ね
る

と
、
僧
達
は
涙
を
お
さ
え
な
が
ら
「
昨
日
ノ
合
戦
一
一
、
新
田
左
兵
衛
督
殿

・
北

畠
源
中
納
言
殿

・
楠
木
判
官
己
下
、
宗
ト
ノ
人
々
七
人
迄
被
レ討
サ
セ
給
ヒ
候

程
ニ
、
孝
養
ノ
鴛
ニ
其
戸
骸
ヲ
求
候
也
」
と
答
え
た
。
足
利
尊
氏
は
じ
め
、
高
・

上
杉
達
も
そ
れ
を
信
じ
て
探
索
さ
せ
た
が
、
首
は
発
見
で
き
な
か

っ
た
。
一

方
、

正
成
は
「
同
日
ノ
夜
半
許
」
に
「
下
部
共
ニ
焼
松
ヲ
二
三
千
燃
シ
連
サ
セ
テ
、

小
原
・
鞍
馬
ノ
方
へ
」

送
っ
た
。
足
利
方
は
、
そ
れ
を
官
軍
勢
の
敗
走
と
判
断

し、

尊
氏
は

「
サ
ラ
パ
落
ヌ
様
-
一
、
方
々
へ
勢
ヲ
差
向
ヨ
」
と
し
て
、
軍
勢
を

各
方
面
に
派
遣
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、

官
軍
は

「
宵
ヨ
リ
西
坂
ヲ
、
リ
下
」
し
て
都
の
北
東
部
に
陣

取
ら
せ
た
上
で
、

「二
十
九
日
ノ
卯
刻
」
に
二
条
河
原
へ
出
撃
さ
せ
た
。
洛
中

が
手
薄
に
な
っ
て
い
た
足
利
勢
は
「
夢
ニ
モ
知
ヌ
事
ナ
レ
パ
俄
ニ
周
章
フ
タ
メ

キ
」
、
逃
走
す
る
者
、
僧
と
な
る
者
、
自
害
す
る
者
と
、
大
混
乱
を
生
じ
る
。

結
局
、
尊
氏
も

「其
日
」
丹
波
の
曽
地
ま
で
落
ち
、
四
国

・
西
国
勢
も
摂
津

の
芥
川
ま
で
落
ち
た
。

と
こ
ろ
が
、

「
兵
庫
湊
河
ニ
落
集
リ
タ
ル
勢
」
か
ら
、

「
急
ギ
横
川
へ
御
越
候
へ
、
勢
ヲ
集
テ
頓
テ
京
都
へ
責
上
リ
候
ハ
ン
」
と
の
連

絡
が
届
い
た
た
め
、
尊
氏
は
二
月
二
日、

湊
川
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
途
中
で

-4-
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尊
氏
は
随
伴
し
て
い
た
薬
師
丸
(
の
ち
の
「
熊
野
山
ノ
別
賞
四
郎
法
橋
道
有
」
)

を
呼
び
、
「
如
何
ニ
モ
シ
テ
持
明
院
殿
ノ
院
宣
を
申
賜
テ
、
天
下
ヲ
君
輿
レ君

ノ
御
争
ニ
成
テ
、
合
戦
ヲ
致
サ
パ
ヤ
ト
思
也
。
御
透
ハ
日
野
中
納
言
殿
ニ
所
縁

有
ト
聞
及
パ
、
固
定
ヨ
リ
京
都
へ
錫
上
テ
、
院
宣
ヲ
伺
ヒ
申
テ
見
ヨ
カ
シ
」
と
秘

か
に
命
じ
、
三
草
山
よ
り
上
洛
さ
せ
た
。

第
七
章
。
尊
氏
の
湊
川
到
着
に
よ
っ
て
、
意
気
上
が
っ
た
軍
勢
は
二
十
万
騎

と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
其
事
ト
ナ
ク
」
湊
川
に
三
日
間
逗
留
し
て
い
る
聞

に
、
宇
都
宮
勢
五
百
余
騎
は
途
中
か
ら
引
き
返
し
て
官
軍
と
な
り
、
「
八
幡
ニ

被
レ
置
タ
ル
武
図
式
部
大
輔
モ
、
堪
カ
ネ
テ
降
人
ニ
成
」
っ
た
り
し
た
こ
と
で
、

官
軍
側
の
軍
勢
も
増
加
し
た
。
二
月
五
日
、
北
自
国
顕
家
・
新
国
義
貞
の
十
万
余

騎
は
京
都
を
出
立
し
芥
川
に
到
着
、
そ
れ
を
知
っ
た
尊
氏
も
、
直
義
の
十
六
万

騎
を
京
都
に
向
か
わ
せ
た
。

両
軍
は
、
二
月
六
日
に
摂
津
の
豊
島
河
原
で
対
決
し
た
が
勝
負
は
決
ま
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
正
成
・
義
貞
勢
と
直
義
勢
と
の
攻
防
が
あ
り
、
直
義
は

湊
川
ま
で
退
却
し
た
。

味
方
の
戦
い
ぶ
り
を
見
て
「
退
屈
」
の
様
子
を
見
せ
て
い
る
尊
氏
に
、
大
伴

(
大
友
貞
宗
)
が
「
只
先
筑
紫
へ
御
開
キ
候
ヘ
カ
シ
。
小
武
筑
後
入
道
御
方
ニ

テ
候
ナ
レ
パ
、
九
園
ノ
勢
多
ク
属
進
セ
候
ハ
f

、
頓
テ
大
軍
ヲ
動
テ
京
都
ヲ
被
レ

責
候
ハ
ン
一
一
、
何
程
ノ
事
カ
候
ベ
キ
」
と
勧
め
た
の
に
対
し
、

「ゲ
ニ
モ
ト
ヤ

思
食
ケ
ン
」
尊
氏
は
直
ち
に
大
伴
の
船
に
乗
っ
た
。

こ
れ
を
見
た
諸
軍
勢
が
遅

れ
る
ま
い
と
し
て
、

二
十
万
騎
が
三
百
余
般
に
乗
船
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
大

混
乱
が
生
じ
た
。

第
八
章
。
二
月
二
日、

後
醍
醐
天
皇
は
叡
山
よ
り
還
幸
し
、
花
山
院
を
皇
居

と
し
た
。
同
八
日
、
義
貞
が

「
ュ
、
シ
ク
」
帰
京
。
と
こ
ろ
が
、

「其
時
ノ
降

人

一
高
絵
騎
」
が
全
員
「
元
ノ
笠
符
ノ
文
ヲ
書
直
シ
テ
」
付
け
て
い
た
も
の
の
、

「
墨
ノ
濃
キ
薄
キ
程
見
へ
テ
、
ア
ラ
ハ
ニ
シ
ル
カ
リ
ケ
ル
」
こ
と
に
つ
い
て
、

翌
日
、
五
条
の
辻
に
「
二
筋
ノ
中
ノ
白
ミ
ヲ
塗
隠
シ
新
国
々
々
シ
ゲ
ナ
笠
符
哉
」

と
い
う
落
首
の
高
札
が
立
て
ら
れ
た
。

臨
時
の
除
目
が
行
わ
れ
、
新
田
義
貞
は
左
近
衛
中
将
、
義
助
は
右
衛
門
佐
に

任
ぜ
ら
れ
た
。
更
に
、
「
建
武
」
は

「公
家
ノ
局
不
吉
也
」
と
し
て
、

「延
元
」

と
改
元
さ
れ
た
。

第
九
章
で
は
、
賀
茂
神
社
の
神
主
職
は

「重
職
ト
シ
テ
、
恩
補
次
第
ア
ル
事

ナ
レ
パ
、
答
無
シ
テ
ハ
改
動
ノ
沙
汰
モ
難
レ
有
事
」
で
あ
っ
た
の
に
、

尊
氏
が

貞
久
か
ら
基
久
に
改
補
し
た
こ
と
、
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
二
十
日
も
た
た
ず

に
「
天
下
又
反
覆
」
に
よ
る
朝
廷
の
措
置
と
し
て
、
神
主
職
が
貞
久
に
返
還
さ

れ
た
こ
と
が
短
く
記
さ
れ
、
そ
れ
に
続
け
て
、
「
雨
院
ノ
御
治
世
替
ル
毎
ニ
穂

町
胴
長
ス
ル
事
、

掌
ヲ
反
ス
ガ
如
、
ン
」
と
し
て
、

基
久
の
娘
を
め
ぐ
る
二
人
の
皇
子

(
後
の
後
醍
醐
帝
と
後
伏
見
帝
)
の
争
い
を
詳
述
し
、
最
終
的
に
は
、
基
久
が

「
出
家
遁
世
ノ
身
」
と
な
っ
た
事
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

-5一

巻
十
五
の
足
利
尊
氏
は
、
全
体
と
し
て
批
判
的
に
形
象
さ
れ
る
。
ま
ず
、
第
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一
章
に
於
て
は
、
園
城
寺
(
三
井
寺
)
側
の
協
力
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
戒
壇

造
営
に
尽
力
す
る
と
の
「
御
教
書
」
を
発
し
た
事
に
つ
い
て
、
「
圏
域
寺
ノ
一
一
一

摩
耶
戒
壇
」
を
め
ぐ
る
山
門
(
延
暦
寺
)
と
寺
門
(
圏
域
寺
)
と
の
対
立
抗
争

の
歴
史
を
山
門
側
が
優
勢
の
力
関
係
の
中
で
回
顧
し
、
又
、
戒
壇
造
営
の
企
て

が
な
い
こ
と
に
よ
る
「
寺
門
繁
昌
」
の
「
近
年
」
を
確
認
し
、
「
今
将
軍
妄
ニ

衆
徒
ノ
、心
ヲ
取
ン
篤
ニ
、
山
門
ノ
念
ヲ
モ
不
レ
顧
、
楚
忽
ニ
被
レ
成
一一
御
教
書
一
」

た
事
を
「
天
魔
ノ
所
行
、
法
滅
ノ
因
縁
」
と
し
て

「閑
人
毎
ニ
脅
ヲ
翻
シ
ケ
リ
」

と
批
判
す
る
。

第
三
章
で
は
、
三
井
寺
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
細
川
定
禅
の
援
軍
要
請
に
対
し

て
尊
氏
が
情
勢
分
析
を
誤
ま
り
援
軍
を
派
遣
し
な
か
っ
た
ゆ
え
の
、
官
軍
側
の

勝
利
が
記
さ
れ
、
第
六
章
で
は
、
楠
正
成
の
虚
報
作
戦
に
踊
ら
さ
れ
る
尊
氏
側

の
動
き
が
「
絵
ニ
面
影
ノ
似
タ
リ
ケ
ル
頭
ヲ
二
ツ
獄
門
ノ
木
ニ
懸
テ
、
新
田
左

兵
衛
督
義
貞

・
楠
河
内
判
官
正
成
ト
書
付
ヲ
セ
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
如
何
ナ
ル

ニ
ク
サ
ウ
ノ
者
カ
シ
タ
リ
ケ
ン
、
其
札
ノ
側
ニ

『是
ハ
ニ
タ
頚
也
。
マ
サ
シ
ゲ

ニ
モ
書
ケ
ル
虚
事
哉
』
ト
、
秀
句
ヲ
シ
テ
ゾ
書
副
テ
見
セ
タ
リ
ケ
ル
」
と
、
戯

画
的
に
描
か
れ
る
。
第
六
章
の
場
合
は
、
巻
八
に
於
て
、
河
野
・
陶
山
と
対
照

的
に
描
か
れ
た
隅
田
・
高
橋
の
例
に
も
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
七
章
で
は
、
足
利
尊
氏
が
大
友
貞
宗
の
勧
め
を

「ゲ
ニ
モ
」
と
し
て
筑
紫

に
落
ち
て
行
く
道
を
選
ん
だ
事
に
つ
い
て
、

「隼
氏
卿
ハ
一
崎
原
ノ
京
ヲ
サ
ヘ
(
傍

点
筆
者
。
以
下
同
じ
)
被
一
一
追
落
一
テ
、
長
汀
ノ
月
二
心
ヲ
傷
シ
メ
、
曲
浦
ノ

波
ニ
袖
ヲ
濡
シ
テ
、
心
ヅ
夕
、
ン
ニ
漂
泊
シ
給
ヘ
パ
、
義
貞
朝
臣
ハ
、
百
戦
ノ
功

ヲ
高
シ
テ
、
数
蔦
ノ
降
人
ヲ
召
具
、
ン
、
天
下
ノ
士
卒
ニ
柏
村
ト
シ
テ
花
ノ
都
ニ
婦

給
フ
。
憂
喜
忽
ニ
相
替
テ
、
ゥ
ッ
、
モ
サ
ナ
ガ
ラ
夢
ノ
如
ク
ノ
世
ニ
成
ケ
リ
」

と
、
義
貞
と
対
照
さ
せ
る
形
で
、

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
氏
の
都
落
ち
に

重
ね
つ
つ
否
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
第
七
章
末
尾
の
記
述
は
、
巻
十
五
の
人
物
形
象
の
、
も
う
一
つ
の
側
面

を
も
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
楠
正
成
は
、
第
五
章
に
於
て
「
勇

気
無
双
ノ
上
、
智
謀
第
こ
の
者
と
記
さ
れ
、
第
六
章
で
も
、
俄
か
仕
立
て
の

「律
僧
」
を
使
つ
て
の
陽
動
作
戦
に
よ
っ
て
足
利
軍
を
撹
乱
す
る
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
、
む
し
ろ
、
第
四
章
に
於
て
、
坂
本
に
引
き
返
す
北
畠
顕
家
に

一
旦
は

同
行
し
よ
う
と
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
舟
凹
経
政
が
積
極
作
戦
を
主
張
す
る
と
、

そ
れ
に
同
意
す
る
形
で
「
我
モ
此
義
ヲ
思
ヒ
ツ
ル
慮
ニ
、
イ
シ
ク
モ
申
タ
リ
」

と
京
都
へ
進
攻
す
る
新
田
義
貞
の
存
在
の
方
が
大
き
く
描
か
れ
る
。
義
貞
は
、

中
黒
の
旗
を
巻
い
て
紋
を
隠
し
、
笠
符
を
取
っ
て
敵
中
に
紛
れ
込
む
と
い
う
、

楠
的
攻
撃
方
法
を
と
り
、
最
終
的
に
は
退
却
し
た
も
の
の
、
第
四
章
末
尾
は
「義

貞
朝
臣
ハ
、
僅
ニ
二
寓
騎
勢
ヲ
以
テ
将
軍
ノ
八
十
蔦
騎
ヲ
懸
散
シ
、
定
繭
律
師

ハ
、
亦
三
百
絵
騎
ノ
勢
ヲ
以
テ
、
官
軍
ノ
二
高
鈴
騎
ヲ
追
落
ス
。
彼
ハ
項
王
ガ

勇
ヲ
心
ト
シ
、
是
ハ
張
良
が
謀
ヲ
宗
ト
ス
。
智
謀
勇
力
イ
ヅ
レ
モ
取
々
ナ
リ
シ

人
傑
也
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
更
に
第
五
章
で
も

「態
鎧
ヲ
腕
替
へ
馬
ヲ
乗
替

テ
」
戦
、
つ
義
貞
が
描
か
れ
る
。

し
か
し
、
巻
十
回
以
後
、
対
立
構
図
の
実
質
的
存
在
と
し
て
形
象
化
さ
れ
て

き
た
尊
氏
・
義
貞
で
あ
る
が
、
巻
十
五
の
義
貞
は
、
必
ず
し
も
尊
氏
に
対
峠
し

て
の
肯
定
的
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
三

章
・
第
四
章
に
於
て
、
味
方
の
北
畠
顕
家
が
〈
一
休
止
〉
あ
る
い
は
〈
休
養
の

た
め
の
引
き
揚
げ
〉
と
い
う
消
極
的
行
動
を
と
っ
た
時
、
義
貞
は
、
そ
れ
と
は

反
対
の
積
極
的
即
時
攻
撃
の
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
第
三
章
に
於
て
は
、
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義
貞
は
、
大
館
氏
明
の
提
言
に
対
し
て
、
楠
正
成
と
と
も
に
「
此
義
誠
二
可
レ

然
候
」
と
同
意
し
た
の
で
あ
っ
た
し
、
第
四
章
に
於
て
は
、
一
度
は
顕
家
と
行

動
を
共
に
し
よ
う
と
し
た
義
貞
に
対
し
て
、
舟
田
経
政
が

「馬
ヲ
叩
テ
」
京
都

攻
撃
を
提
案
し
た
の
を
、
義
貞
は
「
我
モ
此
義
ヲ
思
ヒ
ツ
ル
慮
ニ
、

イ
シ
ク
モ

申
タ
リ
」
と
、
当
然
の
よ
う
に
許
諾
し
て
京
都
へ
と
進
攻
し
た
。
つ
ま
り
、
義

貞
は
、
家
臣
の
提
言
に
よ
り
、
北
畠
顕
家
と
対
照
的
行
動
を
と
る
事
で
、
そ
の

存
在
感
を
明
確
に
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
尊
氏
の
方
は
、
第
五
章
末
尾
に
於
て
、
足
利
勢
の
敗
北
の
繰
返
し
を

「
我
等
朝
敵
タ
ル
故
欺
、

山
門
ニ
被
ニ
冗
誼
-故
歎
」
と
考
え
(
こ
の
場
面
は
、

尊
氏
個
人
の
認
識
で
は
な
い
が
、
作
者
は
「
謀
ノ
拙
キ
所
ヲ
パ
閣
テ
、
人
々
怪

シ
ミ
思
ハ
レ
ケ
ル
心
ノ
程
コ

ソ
愚
ナ
レ
」
と
批
判
し
て
い
る
)
、
第
六
章
に
於
て

は
、
尊
氏
自
身
が
薬
師
丸
に
対
し
て

「今
度
京
都
ノ
合
戦
ニ
、
御
方
毎
度
打
負

タ
ル
事
、
全
ク
戦
ノ
径
二
非
ズ
。
情
事
の
心
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、
只
隼
氏
混
朝
敵
タ

ル
故
也
」
ト
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
巻
十
五
全
体
を
通
じ
て
、
決
し
て
肯
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
尊
氏
だ
が
、
滅
亡
は
し
な
い
。
こ
の
、
全
面
否
定
に
は
な
ら
な
い

事
へ
の
説
明
と
し
て
導
入
さ
れ
る
の
が
、
「
運
」
で
あ
る
。
第
四
章
で
は
、
敗

走
の
途
中
で
尊
氏
が
三
度
も
自
害
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
記
し
た
後
に
「
サ
レ

ド
モ
将
軍
ノ
御
運
ヤ
強
カ
リ
ケ
ン
」
と
し
て
、
追
撃
し
て
い
た
官
軍
が
日
暮
れ

と
と
も
に
引
き
返
し
た
と
す
る
。
又
、
第
五
章
で
は
、
義
貞
が
鎧

・
馬
を
替
え
、

た
だ
一
騎
で
尊
氏
を
狙
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
「
将
軍
運
強
ク
シ
テ
」
発
見
で
き

な
か
っ
た
と
記
す
。

(注
4
)

な
お
、
巻
十
五
に
お
け
る
尊
氏
の
呼
称
を
ま
と
め
る
と
、
表
付
の
よ
う
に

な
る
。

尊
氏
は
、
後
醍
醐
帝
と
対
峠
す
る
立
場
を
と
る
事
に
よ

っ
て、

「朝
敵
」
と

な
っ
た
。
し
か
し
、

「太
平
記
」
作
者
は
、
そ
の
事
を
顕
在
化
さ
せ
ず
、
む
し

ろ
尊
氏
と
義
貞
と
の
対
立
構
図
と
し
て
描
い
て
き
た
。

表

H

⑦ 逆 ⑥ 朝敵
⑤ そ 言 ② 隼氏

① 将

f走 の 軍
他 glP 

逆 臣
臣

l 

2 

l 

l l 13 四

l l 112 2 7 五

1 1 6 
ム

ノ、

1 1 7 七

2 l J¥ 

1 九

2 3 2 3 2 4 37 言Z口』十
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そ
れ
は
、
表
付
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、

尊
氏
を
「
朝
敵
」
と
し
て
よ
り
も
「将

軍
」
と
し
て
形
象
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
な
っ
て
も
い
る

(ち
な
み
に
、
新
田

義
貞
の
場
合
は
、
「
義
貞
朝
臣
」
の
九
例
が
最
も
多
く
、
以
下
、

「新
田
左
兵

衛
督

(義
貞
)」
・
「
義
貞
」
の
順
)。

し
か
し
、

実
は
、
表
付
で
三
例
し
か
な
い
「
朝
敵
」
の
二
例
が
、

尊
氏
(
及

び
尊
氏
側
)
の
発
言
の
中
に
見
ら
れ
る
点
に
こ
そ
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
と

り
わ
け
、
第
六
章
で
の
尊
氏
自
身
の
言
葉
の
中
で
の

「朝
敵
」
は
、

「如
何
ニ

モ
シ
テ
持
明
院
殿
ノ
院
宣
ヲ
申
賜
テ
、
天
下
ヲ
君
奥
レ
君
ノ
御
争
ニ
成
テ
、
合
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戟
ヲ
致
サ
パ
ヤ
」
と
い
う
、
次
の
展
開
に
結
び
つ
け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
数
度
の
敗
走
や
自
害
の
決
意
を
も
踏
ま
え
た
上
で
の
、
尊
氏
の
認

識
と
展
望
と
を
示
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
尊
氏
対
義
貞
と
い
う
対
立
構
造
を
超
越
す
る
も
の
が
、
次
の
段

階
で
は
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
は
、
第
九
章
が
、
賀
茂
社
の
神
主
改
補
を
「
掌
氏
卿
」
と
「
公
家
(
朝

廷
ご
と
の
天
下
(
京
都
)
制
圧
の
力
関
係
に
よ
る
急
激
な
変
革
人
事
の
例
と
し

て
記
述
し
つ
つ
も
、
「
雨
院
ノ
御
治
世
替
ル
毎
」
の
改
補
へ
と
叙
述
を
展
開
さ

せ
て
い
る
事
と
繋
が
っ
て
い
く
。
し
か
も
、
第
九
章
大
半
は
、
基
久
の
娘
を
め

ぐ
っ
て
の
「
伏
見
宮
」
と
「
帥
官
」
と
の
確
執
を
描
き
、
「
帥
宮
御
治
世
ノ
初
、

基
久
指
タ
ル
答
ハ
無
リ
シ
カ
ド
モ
、
勅
堪
ヲ
蒙
リ
紳
職
ヲ
被
レ
解
」
た
と
述
べ
、

最
終
的
に
は
基
久
が
「
出
家
遁
世
ノ
身
」
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
、
巻
十
五

は
終
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
帥
官
(
後
醍
醐
天
皇
こ
の
「
御
憤
ノ
末
深
カ
」
っ

た
た
め
の
基
久
の
神
職
解
任
は
、

「帥
宮
」
へ
の
批
判
的
視
線
を
も
っ
て
締
め

括
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
朝
敵
」
と
な
っ
た
足
利
尊
氏
が
自
覚
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
「
敵
」
と
し
て
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
基
準
と
し
て
〈
正
〉
で

あ
る
は
ず
の
「
朝
」
(
後
醍
醐
帝
)
側
の
問
題
が
、
結
果
的
に
は
摘
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
も
な
る
。

(注
l
)
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
庖
)
に
よ
る
。

(注
2
)
テ
キ
ス
ト
は
、
章
段
だ
け
で
な
く
、
第
三
章
の
落
首
詞
書
も

「建
武

二
年
」
と
す
る
が
、
建
武
三
年
が
正
し
い
。

(注
3
)
天
正
本
は
「
腹
を
切
ら
ん
と
し
玉
ふ
事
、

三
箇
度
ま
で
に
な
り
に
け

り」
。
な
お
、
天
正
本
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
(小

学
館
。
底
本
は
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
)
に
よ
る
。

(注
4
)
①
「
将
軍
」
の
用
例
数
に
は
「
将
軍
方
」
の
一
一
一
例
を
含
む
。
④
「
寧

氏
」
の
う
ち
、

二
例
は
自
称
。
も
う

一
例
は
義
貞
の
言
葉
。
⑤
は
舟

回
経
政
の
言
葉
の
中
の

「足
利
殿
御
兄
弟
」
と、

「大
将」
。
な
お
、

尊
氏
個
人
の
み
を
指
す
と
は
一
言
え
な
い
が
、
参
考
と
し
て
「
朝
敵
」

「
逆
徒
」
「
逆
臣
」
も
併
記
し
た
。

な
お
、

「太
平
記
』
第
一
一
部
(
巻
十
二

1
)
を
巻
十
六
を
境
と
し

て

「前
半
」
と
「
後
半
」
と
に
区
分
さ
れ
た
長
谷
川
端
氏
の
論

「太

平
記
の
構
想
」(『
太
平
記
の
研
究
」
汲
古
書
院
)
を
踏
ま
え
て
、

大

森
北
義
氏
は
、
巻
十
四
1
十
六
(
西
源
院
本
)
の
一一一巻
を
第
三
部
世

界
の
「
展
開
部
」
の
「
前
半
」
と
し
、
巻
十
七
1
二
十
の
四
巻
を
「
後

半
」
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
(
「
「
太
平
記
」

の
構
想
と
方
法
」
明
治
書
院
)
。

こ
の
「
前
半
」
世
界
を
通
し
て
尊
氏
は
「
将
軍」

は
勿
論
の
こ

と
「
尊
氏
卿
」
と
も
呼
称
で
き
な
い
筈
の
人
物
で
あ
っ
た
。
「
太

平
記
』
の
こ
う
し
た
呼
称
は
、
蓋
し
、
こ
の
「
前
半
」
世
界
で
描

く
尊
氏
の
砂
開
運
ヘ
あ
る
い
は
、

「後
半
」
世
界
で
達
成
さ
れ

る
n
征
夷
大
将
軍
就
任
“
を
展
望
し
つ
つ
そ
れ
を
志
向
し
た
も
の

で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
の
達
成
を
前
提
と
し
た
表
現
で
あ
る
。

(注
5
)
テ
キ
ス
ト
と
し
た
流
布
本
や
天
正
本
等
で
は
、
第
九
章
で
巻
十
五
が

終
わ
っ
て
い
る
が
、
神
田
本
・
西
源
院
本
・
玄
玖
本
・
党
舜
本
等
で
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は
、
流
布
本
巻
十
六
の
第
一
章
1
第
三
章
ま
で
を
巻
十
五
に
収
め
て

い
る
。
西
源
院
本
の
本
文
を
引
用
す
る
と
、
巻
十
五
の
末
文
は

「和

漢
爾
朝
之
例
ヲ
引
テ
、
武
運
ノ
天
ニ
叶
ヘ

ル
由
ヲ
申
サ
レ
タ
レ
ハ
、

将
軍
モ
首
座
ノ
人
々
モ
、
皆
歓
喜
ノ
笑
ヲ
ソ
含
マ
レ
ケ
ル
」
と
な
っ

て
お
り
、
西
走
し
た
尊
氏
の
九
州
制
圧
を
確
認
す
る
構
成
と
な
っ
て

い
る
。

な
お
、

三
井
寺
の
鐘
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
巻
十
五
第
三
章
の

末
尾
部
分
に
関
し
て
、
諸
本
の
差
異
を
、
表
同
と
し
て
掲
げ
た
。
足

利
勢
に
協
力
し
た
三
井
寺
の
敗
北
を
描
く
中
で
、
俵
藤
太
伝
説
の
引

用
へ
と
進
む
が
、
天
正
本
の
記
す

「あ
き
ま
し
か
り
し
事
ど
も
」
の

原
因
は
山
門
(
官
軍
側
)
の
「
兵
火
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
西
源

院
本
で
は

「山
徒
三
人
」
の
乱
行
と
そ
の
結
末
と
し
て
の
「
不
思
議
」

を
描
く
。
流
布
本
な
ど
が

「末
代
ノ
不
思
議
、
奇
特
ノ
事
」
と
い
う

鐘
に
つ
い
て
の
説
明
だ
け
で
終
わ

っ
て
い
る
不
安
定
さ
に
つ
い
て
、

右
の
二
本
は
解
消
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

表
向
に
引
用
し
た
本
文
は
、
商
源
院
本
(
万
江
主
官
院
)
・
神
田
本

(
図
書
刊
行
舎
)

・
天
正
本
(
小
学
館

・
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
」。
な
お
、
こ
の
本
の
底
本
は
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
)
・
義
輝
本
(勉

誠
社
)
・
玄
玖
本
(
勉
誠
社
)

・
党
舜
本
(
古
典
文
庫
)
に
よ
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
九
章
の
「
其
比
先
帝
ハ
未
帥
宮
ニ
テ
」
(
流
布
本
)

の
「
先
帝
」
(
神
田
本
・
玄
玖
本
・

天
正
本
等
も
)
は
、
西
源
院
本

の
「
嘗
ム
こ
の
方
が
適
切
か
と
思
わ
れ
る
が
(
後
醍
醐
帝
が
「
先
帝
」

の
呼
称
で
-記
さ
れ
る
の
は
、
巻
四
の
隠
岐
配
流
か
ら
巻
七
の
隠
岐
脱

出
ま
で。

巻
三
に

一
例
の
み

「前
帝
」
あ
り
)
、
「先
帝
」
と
す
る
諸

本
の
多
い
理
由
は
不
明
。
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ルリ新森羅 ヲヲ天長サ返サタニ鐙カ ニ ヲ

に表) 

コ 、 コ山下夜レ 、テル、夕 、埋取軍終
酋ソ足手 ホ徒無ノハ再寺ハ衆徒問 彼シ四テテ

不 ヲチ 三 双夢今 此 此カ月際、リ i原
思切切取 ノヲニ 代 逃ニノシ寺テ
議リリリ給人賓重也 驚 f専輿有ニ ι→ケ聞比タノ後

院

ナテケ、テ カハヘテ 隠ケ後干~ リ上 本
レ、ル竹木、 シテシサ号ノ レル ケ ー 此

木者 山、、、トテ、居程ノル坂鐘
ノ 、ー ノ ソ 慈 此 強 ハ

枝忽モ木レ主出主鐘ヲツ ノノノ・
ー ニ無ヲノ ノ残へ ふ暁夢聾1さ

干申モ目切切焼 ミ世整シカ しヲヲヲ ノれ
耳兄クリ ナノヲ ギ待驚問ハ 田ラレ取 ラ暁問ハス 也ツて人今
レ 、ケ然スヲ人レ

主特命 霊君主 本サ鼻ルニ 、待 、ケ将

リ血ニ坊舎彼寺 ツ無レ軍 出夜長てケ夕 、 、明、立 世此

り ま跡をとたき 旬。代特末会慈尊明夜長 こ。 しなめ仏 のさ
天

か残つに閣か 出 声れ
りして侵 ー や 世のをば

正
しけ徒さ時うのの夢を き今
事るられにに不暁 くに

本ど 。 に 、兵止事 思を覚人伝
もあそ灰火 議待し、へ
な さ の 燈 の な なって無て。

ノノノ止ヒ
代特奇世出 長夜鐘ノ サ不日莞夢撃其 義

，思ヲヲヲレ 一r.、 ノノ声レ
議也 待驚開ハ

ツテ人今 玖
ノ時夢驚 ヲハ
不ヲ 聞今 輝

代奇特末 主尊主 無 二
思 待テ人ニ

本
本 議也 ツ 、 、停

出長明停ハ
末、 慈毒事 無明 此テ

世夜テ

ノ代末慈尊 夜ノテ
事也 ノ声三サ 党

ノ出夢ヲ井レ
不世ヲ聞寺ハ

舜
議思ノ驚人ニ今

暁カ 、 有 ニ
本、ヲシ元テ至

奇特待テ長明此ル
ツ、 鐘マ

事也共代等出 夜ノデ
ノ ノ啓 三 サ i11 不世夢ヲ井レ

。恩ノヲ開寺パ
布

議暁 驚人ニ今
、 ヲカ 、有ニ

本
特奇待シ無テ至

テ長明此ル
ノ末慈 鐘マ
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